
2025-2026年度 第 5回 定例理事会【議事録】 

 

日    時  ： 2025年10月29日（水） 午前8時30分～ 9時 

場    所  ： メルキュール札幌 ４階 

出 席 者  ： （会長）酒井博幸  （直前会長）大泉 清  （会長エレクト）武田 司  （副会長）小川正人 

（幹事）伊東祐一  （会  計）内田芳史  （会場監督）佐藤元治  

（クラブ奉仕委員長）谷脇明宏  （職業奉仕委員長）大崎康二  （社会奉仕委員長）齋藤正啓  

（国際奉仕委員長）原田哲也  （青少年奉仕委員長）阿部竜司     

  ＜オブザーバー出席予定者＞  4名 （副幹事）若松 孝   （プログラム委員会副委員長）齋藤貴之  （親睦委員会副委員長）鄭 子龍  

                     （カミネッコン委員会副委員長）露木 茂                          （計 10名）  

【 議 案 】 

１． 11月・12月のプログラムについて 

11月     5日 【   -   】 特別休会⑥（祝日を含む週）   MUなし 

12日 【1663回】 家庭集会報告 

19日 【1664回】 移動夜間例会「そば打ち例会」（於：東家寿楽） ※ご案内は 10/29予定（締切11/12（水）） 

26日 【 】 特別休会⑦（祝日を含む週）   MUなし 

※１１月理事会は 10/29開催 

 

12月（理事会） 3日 【1665回】 「年次総会／次年度会長エレクト・理事発表」 

10日 【1666回】 夜間例会「年末親睦家族会」  ※ご案内は 10/29配布予定（締切11/19（水）） 

17日 【1667回】 ゲスト卓話「スペンサートリックス」 

24日 【   -   】 特別休会⑧（理事会裁量①） 

24日 【   -   】 特別休会⑨（理事会裁量②） 

※12月理事会は 12/3階催 

⇒いずれも承認。 

 

2.次年度理事・役員について（１２月3日年次総会にむけて） 

12/3（水）例会にて大泉指名委員長から、次年度会長エレクト予定者を発表。 

また、同予定者より副幹事予定者の発表は一任。 

⇒いずれも承認。来期からは次年度会長エレクト（会長ノミニー）と次年度副幹事を 11 月に発表して、理事役員の

検討に副幹事を反映した方がよいという意見あり、次年度へ申し送り。 

 

3．11/19（水）移動夜間例会「そば打ち例会」 

 ・今年度も昨年度同様、お弁当はすしさか井さんに ＠4,000円、 

  そばの提供は東家寿楽さんに ＠1,500円  で依頼。 

 会員会費は 4,000円／一般会費は 5，000円（実費） 

 クラブ負担は ＠1，500円×会員人数  ／＠500×一般・同伴者 

 そば職人さんのお弁当は別途クラブ負担。 

 ※お弁当あり・なし、会員外の出席により金額が複雑になります。 

⇒いずれも承認。 

 

4． 今年度の年末親睦会について（確認） 担当：クラブ奉仕委員会（親睦委員会 鄭 子龍副委員長） 

◎例会日：2025年１２月10日（水）18：30～ 札幌プリンスホテル 国際館パミール ６階美瑛 

【予算】 札幌プリンスホテル  

① 会費 （別途例会費１回分＝100,920円の予算あり）  前年度同様 

会費（会員、名誉、一般）    ＠15，000           

会費（ご夫人、19歳以上）   ＠9，000（実費のみ） 

 〃 （中学生・高校生）     ＠5，000  



 〃 （小学生）          ＠2，000  

   〃 （小学生未満）         無料  

 

② 支払い（実費）  前年度同様 

宴会費（一般）       ＠9,000（税込）飲み放題 

  〃 （子ども低学年）  ＠3,500（税込） 

  〃 （〃  高学年）  ＠5,000（税込） 

  〃 （〃ｱﾙｺｰﾙなし）   ＠9,000（税込） 中・高生  

 

③ アトラクション  

  ・ゲストは歌ブライトサッポロ 

  ・控 室 ⇒ なし 

  ・食 事 ⇒ なし ※お飲み物のみ 

  ・謝 礼 ⇒35，000円＋おひねりBOX 

  ・その他 ⇒  

⇒いずれも承認。 

 横断幕はホテルの指定業者を使わなければならず 33,000円と高額なので中止する。 

 

5．2025-2026ガバナー補佐予定者の活動費について 

 ・露木会員が第 4 グループ他クラブへ訪問する際のメーキャップ費用を、一般会計の会議費（予算 20 万円）より

支出 

⇒承認。都度支払いは処理が煩雑になるので費用を一括で渡した方が良いという提案があり、概算費用を把握し

て次回以降の理事会に諮る。 

 

 

６.その他 

⇒①例会のタイムスケジュールについて外部卓話の時間が足りないという意見があり、点鐘前の食事時間に報告

事項を伝えたり、点鐘の時間を早めるなど幹事と SAAで調整することとする。 

 ②理事会にも Zoomを取り入れて参加を増やした方がよいという意見があり、次回以降の理事会にて実施する。 

  

 

 

以上 

 


